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広 報
.2面…地震、その時平琢は

.3画一.3歳児の医療費も無料に

.4面 ・5面…18014001の取得
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8月28日(土)
総合公園平塚市自主防災総合訓練

8月28日(土〉午前9時から正午まで、総合公園で「自主

防災総合訓練Jを実施します。(雨天中止)
この訓練では、告 自治会ごとに組織されている自主防災

組織を中心に、行政、防災関係機関が協力して、初期消

火-避難所開設 -炊き出し・仮設トイレの設置芯どを実施

します。

女体験できます 会場では、起震車による震度体験・災害

時に使うロープの結び方 ・負傷者の応急手当て訓練などが

できます。方ーのときのために、ぜひ、体験してください。

閏 防災課 (内線2357)

見
慣
れ
た
街
が
、
わ
ず
か
な
時
間
の
後
、
見
知
ら
ぬ
街
に

変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
ピ
ル
は
傾
き
、
高
架
が
崩
れ
る
、
三

百
件
近
く
の
火
災
、
四
万
人
を
越
え
る
死
傷
者
。
「
あ
り
え
な

・

い
こ
と
」
が
次
々
と
お
ご
っ
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
l
あ
れ

・
れ

か
ら
四
年
七
か
月
。
み
な
さ
ん
の
防
災
対
策
は
万
全
で
す
か
っ

!

神
奈
川
県
は
、
太
平
洋
プ
レ
ー
ト
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ

ー
ト
、
北
米
プ
レ
ー
ト
が
集
申
す
る
地
震
が
起
こ
り
ゃ
す
い

地
域
で
す
。
東
海
地
震
や
神
奈
川
県
西
部
地
震
は
そ
の
切
迫

性
が
指
摘
さ
れ
、
長
期
的
に
は
南
関
東
地
震
の
発
生
も
想
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
最
近
で
は
、
神
縄

・
国
府
津

1
松

田
断
層
帯
地
震
の
発
生
の
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
地
震
が
発
生
し
た
と
き
、
平
原
市
で
は
ど
の
よ
う
な
被

害
が
想
定
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
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平塚市の被害想定 (県の調査による)

南関東地震
神奈川県

西部地震
東海地震

大規模地震対| 南関東地域直| 関東大震災の| 地震学上朱解

策特別措舗法で|下の地震のータ|再来型で今後、|明主主点が多い地

発生の予知が可|イフとして、地11∞年かう200年|襲。南関東地震
能とされている|震発生の切迫性|先には地震発生|を上回る本県E聖
地藤で、その発|が指摘されていlの可能性が高い|大の激甚災害に
生の切迫性が指|ます。 1とされています。|怒る可能性があ

摘されています。I I Iります。

8クラス 日クラス

相模トラフ

7.9 

県西部

7クラス

駿河トラフ

どん主主地震?

マグニ
チユード

震源域

5強-6弱

死者 ・
重軽傷者数

6強-7

8.470人

6弱-7

8.570人

5強-6~~

4犯人

度震

500人

140件1∞件20件20件出火件数

63.2∞機55β∞棟10.790棟7.930棟建物被害

49，αJ()人

-想定条件 冬/平日/午後6時/晴れ/風速3m/S/風向北西
※神縄ー 国府津一松田断庖帯地震は、地震学上未解明な点が多い中

で、神奈川県地震被害想定調査委員会が仮の地震モデルを独自に設定

し、試算したものです。

56，α犯人3β∞人2.4∞人避難者数

⑩ 

神
奈
川
県
地
震
被
官
想
定
調
査
委

只
会
が
今
年
三
月
に
発
行
し
た
報
告

牲
に
よ
る
と
、
平
塚
市
で
は
、
上
の

表
の
よ
う
な
被
害
が
制
定
さ
れ
ま
す
。

特
に
東
海
地
震
や
神
奈
川
県
西
部

地
震
は
、
い

つ
起
き
て
も
お
か
し
く

な
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。
地
震
の
発

生
を
止
め
る
こ
と
で
き
ま
せ
ん
。

n

ご
ろ
か
ら
防
災
に
関
心
を
持
っ
て、

地
震
を
迎
え
撃
つ
備
え
を
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

住
民
、
自
主
防
災
組
織
、
消
防
団

に
よ
る
初
期
消
火
で
、
消
火
さ
れ
ま

す
が
、
住
宅
密
集
地
で
延
焼
火
災
が

想
定
さ
れ
ま
す
。
二
次
災
害
を
防
ぐ

た
め
に
、
隣
近
所
へ

「ブ
レ
ー
カ
ー

を
下
げ
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
の
呼
び

す
。

被災地に放援物 資がMlくま
でには31::1かかるといわれてい
ます。 次の項目を基本に、家

族構成に応じて非常持ち出し

品を準備しておきましょう。
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今
，

a拭

均
二
5
二一
計
程
度
の
津
波
が
、
神
奈

川
県
西
部
地
震
で
は
、
相
模
川
河
口

で
平
均
二
M
M
日
制
度
の
作
波
が
想
起
さ

れ
、
季
節
に
よ
っ
て
は
、
多
数
の
遭

難
者
が
恕
定
さ
れ
ま
す
。

津
波
特
報
が
間
に
合
わ
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
揺
れ
を
感
じ
た

ら
す
ぐ
に
高
台
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

大鋸さん 〈東八幡三丁目)

地震の揺れの時間が患っ

たよりも長く感じました。

いざというときには、慌て

てしまいそうです。

食糧芯どの準備がないの

で、備えておきたいと思い

ます。それから、消火認の

期限も確かめておきたいで

すね。

県
内
の
活
断
層
は

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
活
断

府
の
す
さ
ま
じ
い
破
壊
力
を
見
せ
つ

け
ら
れ
ま
し
た
。
県
内
に
も
多
く
の

活
断
層
が
走
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
、

三
千
年
以
上
も
前
か
ら
地
震
を
起
こ

し
て
い
な
い
と
さ
れ
る
「
神
純
・
国

府
作
|
松
田
断
周
」
は
、
全
問
的
に

凡
て
も
、
危
険
度
の
向
い
活
断
府
で

す
。

県内の主な活断層

山田さん (点八1橋四丁目)

L~_ー一一

青海253年考えよう!おとなの役割地域のちかS
地域教育力ネットワークづくりに力を入れています

安売りや講習会の名目で人を集め、閉

めきった会場で数量|仮定の白川雑貨を無

料で配る。 そして、雰囲討を織り上げ、

興俗状態にしたところに羽毛ふとんや磁

総マッ トレスなどの高額の商品を売りつ

ける一一一これが催眠(SF)商法の手nです。
~に60歳以上の女性に被符が多発して

います。被害にあわないように卜分ご注

意ください。

地域社会での子どもたちの生活体

験や自然体験は不足しています。

"1'内15'1'学校区の学校、向治会、
PTAなど地域諸団体で榊成する

「地域教育カネットワーク協議会」で

は、地域、家庭、学校が迷携をとり

ながら、子どもたちに地成社会での

体験の場を提供しています。

スポーツ大会、こどもサポートの

おも板役世など「地域教行カネットワ

ーク協議会」の様々な活動に、みな

さんもご参加ください。

国 指導室(宮35-8120)

地震が起きたとき、あ芯たの家は大丈夫ですか。市では、個人住宅(所有し、

住んでいるもの)の耐震診断費用の一部を補助しています。ぜひ、ご利用くだ

さい。 [>対象 昭和田年5月31日以前に建てられた一戸建て住宅以どで、 2階建
て以下の木造建造物[>補助 診断詑用3万円のうち2万円

ド
米
海
地
震
で
は
、
海
山
沿
い
で
、

南
関
東
地
中
十
嵐
や
判
祭
川
県
西
部
地
位

で
は
、
相
模
川
流
域
で
の
液
状
化
現

象
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

液
状
化
現
象
は
、
地
震
の
括
れ
に

よ
っ
て
地
盤
が
液
体
の
よ
う
に
な
る

現
象
で
す
。
こ
の
現
象
が
起
こ
る
と

南
関
東
地
震
や
神
奈
川
県
西
部
地
建
物
が
沈
ん
だ
り
、
道
路
に
亀
裂
が

震
で
は
、
津
波
の
発
生
が
想
定
さ
れ
入
っ
た
り
す
る
ほ
か
、
地
中
の
ガ
ス

ま

す

。

管

や

水

道

管

が

持

ち

上

げ

ら

れ

て

壊

南
関
東
地
震
で
は
、
相
模
湾
で
平
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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催眠(5F)商法に気をつけて

我が家の防災対策を確認く連載⑩>

耐震診断をしてみませんか
。申し込み先建築指導課 (ft21-9731) 
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10月1日スタート
所得制限があります

二
歳
児
ま
で
と
な
っ
て
い
る
通
院

医
療
費
助
成
の
対
象
年
齢
が
十
月

一

H
か
ら
三
歳
児
ま
で
に
な
り
ま
す
。

(
一
成
児
1
2一歳
児
は
所
得
制
限
が

あ
り
ま
す
)

マ
申
請
手
続
き

・
0
歳
5
2
歳
の
聞
に
医
癒
証
の
交

付
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
・
:
巾
前
手

続
き
は
不
安
で
す

(内
動
吏
新
)

・
医
療
証
の
交
付
を
受
け
た
こ
と
が

な
い
(
転
入
な
ど
)
:
・
お
チ
さ
ん
が

加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
証
、
印
、

保
護
者
の
所
得
証
明
曹
を
お
持
ち
に

な
り
叩
月
1
口
(金
)
か
ら
保
険
年
金

間
霊
峰
狐
@

レポーター
工藤久代さん

こども広報「なでし子」編集局
元気いっぱいの豆記者たち。夏休みに、いろい

ろな場所で、多くの人たちに出会い、資重な体験

をこども広報「なでし子」で報告します。

諜

(市
役
所
1
附
⑬

|
1
窓
口
)
で

小
泊
し
て
く
だ
さ
い

※
ほ
か
の
医
療
費
給
付
制
度

(生
活

保
護
、
重
度
障
持
者
の
医
療
費
助
成

制
度
な
ど
)
の
助
成
を
受
け
、
医
療

費
が
無
料
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
対

象
に
な
り
ま
せ
ん

お
問
い
合
わ
せ
は
、

保
険
年
金
課

(内
線
2
2
5
6)
へ
。

パ情
ソ報
コ化
ン Z
あ 7
りゐ
ヱ::z;; .:a:. 
c:t..患、

す聾
37望
5 
ラ多

市
民
の
情
報
化
の
現
況
や
ニ

l
ズ

を
担
保
す
る
情
報
化
プ
ラ
ン
の
立
識

別
究
を
し
ま
し
た
。

制
官
官
は
、
住
民
必
本
台
帳
か
ら
無

作
為
に
抽
出
し
た
二
千
百
人
を
対
象

に
実
施
し
ま
し
た
。
回
答
を
い
た
だ

い
た
の
は
、

一
千
百
六
十
五
人
、
回

収
率
は
、
五
五
・
五
%
で
す
。

結
果
の
昨
細
は
市
政
情
報
コ
ー
ナ

ー

(市
役
所
三
階
)
で
ご
覧
い
た
だ

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

市
常
住
宅
に
入
府
を
希
望
す
る
方

を
募
集
し
ま
す
。
(抽
選
)

マ
入
居
資
格

①
市
民
と
な
り
1
年

以
上
経
過
し
て
い
る
②
主
に
夫
婦

こ
ど
も
広
報

「な
で
し
子
」
の

編
集
会
械
が
市
役
所
で
聞
か
れ
、

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
に
訴
を
聞

き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、

「広
報
ひ
ら

つ
か
」
の
豆
記
者
募
集
に
応
募
し

た
小
学
校
五
年
生
、
六
年
生
の
十

一
人
で
す
。
夏
休
み
の
問
、
立
記

者
と
し
て
活
附
し
ま
す
。

さ
あ
、
編
集
会
議
の
始
ま
り
で

す
。
取
材
日
程
の
確
認
や
、
担
当

の
職
日
か
ら
取
材
の
仕
方
、
原
稿

の
啓
き
方
な
ど
の
説
明
を
受
け
、

み
ん
な
江
戸剣
な
表
情
で
メ
モ
を
と

っ
て
い
ま
し
た
。

取
材
を
終
、え
た
豆
記
者
に
感
想

を
聞
く
と
、

「取
材
先
で
は
、
と

て
も
優
し
く
教
え
て
も
ら
い
分
か

り
ゃ
す
か
っ
た
」
。
ま
た
、
お
花

畑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
取
材
し
た

豆
記
者
は
、

「ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

人
が
も
っ
と
問
え
る
と
い
い
な
」

(姉
約
者
を
含
む
)
ま
た
は
親
チ
か

ら
な
る
家
族

(田
村
植
竹
住
宅
、
附

崎
住
宅
3戸
は
単
身
者
に
限
る
)
③

住
宅
に
困
っ
て
い
る
④
収
入
が
基
準

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
と
て
も

貨
危
な
体
験
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

応
募
の
き
っ
か
け
を
尋
ね
て
み

る
と

「親
が
応
募
し
て
、
い
つ
の

間
に
か
豆
記
者
に
な
っ
て
い
た
」

と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
で

は、

「や
っ
て
い
て
楽
し
く
な
っ

て
き
た
」
と
全
日
か
ら
頼
も
し
い

廿
繋
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

取
材
テ
l
マ
は
、
環
境
、
相
祉
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ベ
ル
マ
1
レ
平

塚
、
市
民
広
島
派
遣
事
業
な
ど
多

彩
で
す
。
一

人

一
人
に
自
分
の
選

ん
だ
テ
1
マ
に
つ
い
て
聞
く
と
、

私
た
ち
大
人
が
忘
れ
か
け
て
い
た

「相
手
を
思
い
や
る
心
」
が
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。

こ
ど
も
広
報
は
、
十
月

一
日
に

発
行
さ
れ
、
小
学
校
や
公
民
館
で

配
ら
れ
ま
す
。
今
か
ら
完
成
が
待

ち
遠
し
い
で
す
。

頑
張
れ
!

一旦
記
身
た
ち
。

け
ま
す
。
主
な
調
査
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

-
家
庭
に
ど
の
よ
う
な
情
報
機
器
が

あ
り
ま
す
か

①
携
帯
電
話
・

P
H
S

侃
・
1
%

②
ワ
ー
プ
ロ

4
・
5

%

③
パ

ソ

コ

ン

釘

・
5

%

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
か

①
今
後
利
用
し
た
い

nu
・
3
〉
ノ
百

4
・
2
9

内
⑤
市
民
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い

マ
入
居
者
募
集
住
宅

・
虹
ケ
浜
東
住
宅
j
i
--
-
1
戸

.
院
城
ケ
丘
住
宅
:
・
:
:
:
3
戸

.
中
原
下
宿
住
宅
:
:
:
:
1
一ド

.
中
原
上
宿
住
宅
j
i
-
-
1
戸

.
束
中
原
住
宅
:
:
:
:
:
:
1
戸

.
宮
の
前
住
宅
・
:
j
i
-
-
2
戸

.
田
村
植
竹
住
宅
j
i
-
-
1
戸

.
岡
崎
住
宅
:
・
j

i
---4戸

マ
申
し
込
み
期
間

9
月
8
日
(水
)

1
m日
(
金
)
、
午
前
9
時
1
午
後
4

時マ
受
け
付
け
場
所

市
役
所
B
会
議

室
(
東
附
印
刷
庁
舎
2
階
)

お
申
し
込
み
は
、

一
世
帯

一
住
宅

に
限
り
ま
す
。
間
取
り
な
ど
に
つ
い

て
は
、
建
築
課

(市
役
所
4
階

・
内

線
2
4
6
4)
や
公
民
館
な
ど
で
お

配
り
し
て
い
る

「募
集
の
し
お
り
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

②
利
用
し
た
こ
と
も
な
い
し
、
今
後

も
利
用
し

な

い

加

・
1

%

③
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
辺

・
5

%

・
日
常
生
活
で
必
要
な
情
報
は

①
保
健
・

医
療

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

情

報

国

・
6

%

②
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
手
続
き
の

仕
方
な
ど
の
行
政
情
報
犯

・
3

%

D
之
fJHI
M

5
F
-
o

々
wp
ぞ
れ
幸

2

7

号

訓
査
の
結
呆
は
、
第
二
次
情
報
化

プ
ラ
ン
の
策
定
の
基
礎
資
料
と
し
て

活
用
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
情
報
シ
ス
テ

ム
課

(内
線
2
6
3
6)
へ
。

青
少
年
健
全
育
成

提
案
作
文
を
募
集

「地
域
と
自
分
」「
お
と
な
の
役

割、

地
域
の
ち
か
ら
」
な
ど
に
つ
い

て
作
文
を
件
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

れほ
優
秀
賞
受
賞
作
品
は
、
十

一
月

十
問

n
(n
)に
聞
く

「町田
背
少
年
他

全
育
成
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
発
表
し
ま

す
。

マ
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
の
高
校

生
以
上
の
方

マ
応
募
規
定

制
字
づ
め
原
稿
用
紙

3
枚
以
内

マ
締
め
切
り

8
月
出

n
(火
)

マ
議

室

応

募

票

察

官

由
)

に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
生
年

月
日
、
職
業

(高
校
生
は
学
校
名
)

を
記
入
し
、
郵
送
ま
た
は
F
A
X
で

行
少
年
課

(〒
矧
|
蜘
浅
間
町
ロ
1

4
・
m出
1
1
4
4
1)
へ

お
問
い
合
わ
せ
は
、
青
少
年
諜

(宮
泣

|
7

0
2

9
)
へ
。

消防職員を募集
[>募集人数 4人程度

[>受験資格 @昭和49年・4月2臼
以降に生まれた人で高等学校の

繰程を卒業した人、または平成

12年3月 に卒業見込みの人(大
学 ・大学院生は除く)①身長155

個以上、体重45kg以上③両眼と

も楳眼視力0.6以上、 または0.1以
上で矯正視力1.0以よかっ色覚 ・
聴力が正常な人④市内にお住ま

いまたは、採用後、居住できる

人。 ただし、隣接市町で通勤可

能な場合は可

[>第1次試験日 9月23日(祝)
[>申し込み方法 8月30日(月)
から消防総務課 (消防庁舎2階)

でお配りする 「申込性」 に必要

事項を記入し、 9月10日(金)まで
に本人が直接同醜へ提出する

国消防総務課 (内乱曳2387)

。

間麗舎を傭醸しτ~宗世ゐおも
~市議会9月定例会は8月30日から9月21日まで開会します~

みん怠宅つくる、いい寝袋。
民間再開発事業を応援します

「敷地が狭く、不盤形で有効な土地利胤ができないJi土地を有効に活用
して質のrJiいピルそっくりたし、」など、敷地を共同で利用する民間再 開発

事業に、事業主主のー部を助成します。

[>対象区域 平塚駅北側IJの指定

害等椋E停が600%の区域

[>対象事業 敷地共同化事業で

①敷地面積がおおむね1000ffi以

上②一定規模以上の公開空地が

ある③耐火または、単耐火構造

の31階建て以上の正tt築物/ など
の用件を満たすTJH従
回 都市整備課 (内線2605)

※|沼会は午前10時の予定です。
市描会の会識は、原則としてどなた

で も白山に傍聴できます。本会議の傍
聴は、専用の入り口が議4JJ.1孟北側 2階
にあり、税場へは傍聴者名簿に住所、
氏名を記入していただくだけで入場で

きます。ただし、傍聴席は本会機場が

76席、委只会主釜が 91$寺山支ですので、
団体の場合は事前に議会rrr.務局までご
述絡ください。

小さ1;J.土地が

集まり共同化

-・

機会事務局 (内線2369)

8月28日(土)午後2時から7時まで駅前中心商l苫街で i99湘南ひらつか夏まつりJを
開催します。まつりの目玉はみこしパレー比五基の開運みこしが商J苫街を威勢よ
く練り歩きます。太鼓の演奏や金魚すくい、竹細工も楽しめます。夏休み最後の土

曜日にご家族おそろいで、ぜひ、お出力、けください。

国

「関連みこし」が中心商庖街を練り歩く

湘南ひ5っか夏まつり
。問い合わせ先商業観光課(内線3548)
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「
環
境
共
生
都
市
」
の
実
現
を
め
ざ
し

8
白
河

nω

平
塚
市
は
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
国
際
規

格
で
あ
る

l
S
0
1
4
0
0
1
の
取
得
を
め
ざ
す
取
り
組

み
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
年
四
月
に
本
格
的
に
施
行

さ
れ
た
環
境
基
本
条
例
に
は
、
「
環
境
問
題
の
解
決
に
市
が

率
先
し
て
行
動
す
る
」
と
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
取

り
組
み
は
、
地
球
規
模
で
広
が
る
環
境
問
題
へ
国
際
規
格

に
沿
っ
た
シ
ス
テ
ム
を
作
り
対
応
す
る
と
と
も
に
、
条
例

の
考
え
方
を
具
体
化
す
る
意
昧
も
持
っ
て
い
ま
す
。

l
S
0
1
4
0
0
1
と
は

I
S
Oと
は

「国
際
標
準
化

機
構
」
の
こ
と
。
そ
の
後
に
続

く
数
字
は
規
格
番
号
を
表
し
、

例
え
ば

9
0
0
0シ
リ
ー
ズ
は

品
質
保
証
規
格
、

1
4
0
0
0

シ
リ
ー
ズ
は
環
境
関
連
規
格
を

訟
味
し
ま
す
。

I
S
0
1
4
0
0
1は
、
環

境
対
策
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
企
業
や
団
体
を
認
証
す

る
規
格
で
す
。
こ
の
認
証
を
取

得
す
る
に
は
、
企
業
や
間
体
が
、

門
ら
環
境
へ
の
影
科
を
減
ら
す

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

を
作
り
、
審
査
登
録
機
関
の
審

査
を
受
け
、
そ
れ
に
合
格
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

環境マネジメントシステムh
F

環
境
へ
の
悪
影
響
を
減
ら

↑''
:
=
V
-
2
-
H
3
-
t
宮
島
監
て

地
球
規
模
の
問
題
に

国
際
基
準
で
対
応

地
球
温
暖
化
や
オ
ゾ
ン
層
の

破
壊
、
熱
帯
雨
林
の
減
少
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
枯
渇
・
・
・・・・
。

地
球
規
模
で
広
が
る
蹴
境
破
壊

を
食
い
止
め
、
好
ま
し
い
環
境

を
将
来
の
世
代
へ
引
き
継
ぐ
に

は
、
市
民
、
事
業
者
、
行
政
が

'
7
l
H
f
l
、ノ

ヲL
1
η

句
、、
L
Y
ア
'F

定
宿

a
b
gす

②認証取得の支援
これから認証を取得しよ
うとしている事業所芯どに
いろいろな面で支援するこ
とができます

<Di震境基本条例の具体化
条例に規定している市の

買務としての「率先行動J
を具体化できます

市
役
所
が
な
ぜ

取
得
す
る
の

今
年
四
月
に
本
格
的
に
施
行

手

l
こ
m
民
主
基
又
告
別リ
ナ
主
、

市が取得する必要性

@満員意踏の向上
環境問題に対する認識が

高まり、現境に配慮した施

策の推進に結びつきます

③行革の推進支握

省エネルギーや資源の節

減を組織的に進めることに

より、コスト面での削減に
つながります

す
。市
役
所
も
民
間
の
事
業
所
な

ど
と
同
じ
よ
う
に
、
日
常
の
業

務
で
紙
や
氾
気
な
ど
を
大
量
に

消
費
し
て
い
ま
す
。
環
境
問
題

が
深
刻
化
す
る
中
、
市
役
所
も

進
ん
で
国
際
的
な
環
境
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
鋭
格
を
白
ら
に
耕
す
こ

と
に
よ
っ
て
、
地
球
環
境
の
保

全
に
貢
献
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
こ
う
し
た
取
り
組
み

を
経
費
の
削
減
に
つ
な
げ
る
だ

け
で
な
く
、
市
内
事
業
所
な
ど

の
認
証
取
仰
の
促
進
や
、
市

民
・
団
体
の
自
発
的
な
環
境
行

動
に
も
結
び
つ
け
て
い
き
た
い

と
も
考
え
て
い
ま
す
。

※
郎
駐
基
本
条
例
の
概
要
を
紹

介
し
た
「
基
本
条
例
の
あ
ら
ま

し
」
は
、
公
民
館
な
ど
で
お
配

り
し
て
い
ま
す

⑤対外的な効果
国際規格をクリアするこ

とによって自治体としての

イメージア ップや信頼性の

向上が期待できます

の
中
に

「環
境
I
S
O事
務
川
」

を
設
置
し
、
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
現
在
、
環
境
に
与
え
る
影
響

な
ど
の
調
公
を
終
え
、
こ
れ
を

改
啓
す
る
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

作
り
や
、
そ
の
実
施
状
況
を
チ

ェ
ッ
ク
す
る
内
部
環
境
監
査
口

の
養
成
に
努
め
て
い
ま
す
。
十

月
か
ら
は
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

沿
っ
て
シ
ス
テ
ム
を
稼
働
さ

せ
、
来
年
二
月
ご
ろ
に
本
審
査

を
受
け
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま

す
。な
お
、
今
回
取
り
組
ん
で
い

る
I
S
0
1
4
0
0
1
の
認
証

取
得
は
、
市
民
病
院
や
教
育
施

設
な
ど
を
除
い
て
い
ま
す
が
、

将
来
は
こ
う
し
た
施
設
に
も
拡

大
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。お

問
い
合
わ
せ
は

子育て支援センター
(須賀保育園2階)

2. FAX21-7639 
0子育ての相談・情報提供
毎週月~金曜日9時30分~

16時(第3月曜日午後除く)

子ども教育相談センター
(崇善小学校北側)

236-6013 
。来所 毎週月~金曜日10時

~1 7時

。電話 毎週月~土曜日9時

~17時(第2 .4土曜日を除く)

青少年相談室
(市民センター2階)

834-7311 
。青少年相談(お子さんにつ

いての相談)毎週月~金曜

日 10時~1 7時
ゐゐで怨φ.""し

0ヤングテレホンn33ー7830
(青少年専用ダイヤjレ)

毎週月~金曜日10時(土曜

日は13時)~18時30分

子育て支援
センター
・・・・・・・・圃.
国道134号

中央
福祉会館公民館

組子、口
Z員ど
セも
ン教

?宵
・-市民

センター

9月9日(木)10時~。健康(相談員は保健婦)

毎週月~金曜日9時~16時

。婦人

15時

健康相談
(保健センター)

234-0311 
。電話 毎週月~金曜日10時

~16時

。育児相談(来所) 毎週水曜

日9時30分~1 0時30分

療育相談室
(豊田分庁舎)

g. FAX32 -2738 
0子どもの発達・発育の相談

-毎週月-水-金曜日10時~

15時(来所相談は予約制)

833-2333 
0専門(法律、金融、住宅、保
健医療・要予約) 9月9日

(木)13時30分~ 1 5時30分

。生活支援 毎週月~金曜日

8時30分~17時

く〉ボランティア 毎週月~金

曜日8時30分~17時

く〉母子 毎週月~金曜日9

時~16時

。家庭児童 毎週月~金曜日

9時~16時

福祉会館

。手話案内 毎週金曜日9時
~12時30分

。建築設計・耐震・バリアフリー

8月16日(月)1 3時~16時

。高年齢者職業 8月17日

(火)、 19日(木)、 9月2日

(木)、 7 日(火)9時~12時

く〉許認可各種届出 8月24日

(火)13時~1 6時

。一般市民 毎週月~金曜日

9時~ 1 6時

保健福祉総合相談
(市役所 1階)

221-8779 
。来所・電話 毎週月~金曜

日8時30分~17時

9月

現
夜
、
囲
内
で
は
製
造
業
を

中
心
に
約
二
千
三
宵
の
企
業
や

団
体
が
I
S
0
1
4
0
0
1
の

認
証
を
取
得
し
て
お
り
、
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。
市
内
で
は
、

次
の
八
つ
の
企
業
が
取
得
し
て

い
ま
す
。

マ
日
産
市
中
体
側
湘
南

て

場

公

共

機

関

で

は

、

業

務

が

幅

マ
H
本
シ
1
カ
側
平
塚
工
場
広
い
こ
と
な
ど
も
あ
り
取
得
し

マ
鮒
ユ
ニ
シ
ア
ジ
エ
ッ
ク
ス
た
団
体

・
組
織
は
あ
ま
り
多
く

マ
三
協
化
学
側
平
塚
工
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
、
全
同

マ
コ
マ
ツ
U
チ
金
属
附
平
塚
工

で
十
八
件
、
川
町
内
で
は
神
奈
川

場

県

産

業

技

術

総

合

研

究

所

と

梢

マ
キ
ャ
ノ
ン
側
平
塚
事
業
所
須
賀
市
下
水
辺
部
の
ニ
団
体
に

マ
凶
阿
ペ
イ
ン
ト
側
平
塚
工
場
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、

マ
横
浜
ゴ
ム
附
平
塚
工
場
県
内
で
は
向
治
体
規
模
で
取
得

。

。

し

た

例

は

あ

り

ま

せ

ん

。

令
の
規
制
恭
準
を
守
る
だ
け
で

な
く
、
自
主
的
、
積
極
的
、
継

続
的
な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
I
S
0
1
4
0
0
1は

そ
の
た
め
の
国
際
的
な
規
格
と

な
る
も
の
な
の
で
す
。

市民相談室
(市役所1階)

823-1111内線2293
く〉人権 8月17日(火)、9月7

日(火) 、 13時~1 6時

く〉行政 8月17日(火)、 9月

21 日(火) 1 3時~16時

く〉一般法律 毎週水曜日と毎

月第4木曜日 13時~16時

※一般法律は予約制・ 8月は休み

0登記・供託・測量 9月10日
(金) 1 3時~1 6時

。住宅漸改築 8月17日(火)、

9月21日(火)13時~ 1 6時

。発明・考案・特許 9月6日
(月)10時~1 5時

く〉労働 9月9日(木)13時~

16時

く〉下請け取り引き 8月19日

(木)、 9月16日(木)13時30

分~1 6時

。年金・社会保険・労災

14日(火)10崎~15時

。消費生活 毎週金曜日9時

~16時

み
ん
な
で
つ
く
る
平
塚
あ
な
た
の
「
声
」
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い



~ 特
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医

σ，十
J

イム
'
J
H
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に
よ

τ
て

形
成
さ
れ
る

特
に
企
業
や
団
体
に
は
、
法
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取
り
組
み
の
輸
を
広
げ
よ
う
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平
塚
市
が
、

I
S
0
1
4
0

0
1
の
認
証
取
得
に
挑
戦
す
る

こ
と
は
、
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
今
回

「取
得
し

ま
す
」
と
宣
言
し
た
よ
う
に
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
市
民
と
し
て
お
願
い

し
た
い
こ
と
の
第

一
は
、
積
極

的
な
情
報
公
開
で
す
。
市
役
所

回

山
田
美
智
子
さ
ん

内
部
だ
け
の
取
り
組
み
に
終
わ

ら
せ
な
い
で
、
「
私
た
ち
も

一
緒

に
や
っ
て
い
る
」
と
市
民
が
思

え
る
よ
う
に
し
な
く
て
は
・
・
・
・
・
・。

具
体
的
に
何
課
が
何
に
取
り
組

ん
で
、
ど
ん
な
効
果
が
出
た
の

か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
S
C

N
、
ナ
パ
サ
な
ど
綿
々
な
媒
体

を
使
っ
て
、
積
極
的
に
情
報
を

公
開
し
て
く
だ
さ
い
。
市
民
の

提
案
も
ど
ん
ど
ん
受
け
入
れ
て
、

市
民
を
巻
き
込
ん
だ
運
動
に
広

げ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

も
う

一
つ
は
、
子
ど
も
た
ち

へ
の
環
境
教
育
に
、
こ
の
取
り

組
み
を
生
か
し
て
ほ
し
い
と
い

-

う
こ
と
で
す
。
環
境
問
題
は
、

一
切

一
タ
に
解
決
で
き
る
問
題

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら

の
時
代
の
主
役
と
な
る
子
ど
も

た
ち
に

「私
た
ち
も
や
ら
な
く

ち
ゃ
」
と
思
わ
せ
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
子
ど
も
た
ち
と

一
緒

に
、
長
期
的
な
視
野
で
継
続
的

に
取
り
組
む
こ
と
が

「蹴
境
共

生
都
市
」
の
実
現
に
も
つ
な
が

る
と
回
ゃ
い
ま
す
。

環
境
問
姐
は
間
際
化
し
て
い

ま
す
。
環
境
対
策
も
国
際
規
格

に
合
わ
せ
て
進
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
I
S
0
1
4
0
0

1
の
認
証
取
得
は
、
口
治
体
で

は
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
よ
う

で
す
が
、
平
塚
市
は
他
市
の
模

範
と
な
る
く
ら
い
の
な
気
込
み

で
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

z
f
h
A叶
O
Yま
t
l
v《
そ

の
率
先
行
動
を
う
た

っ
て
い
ま

紙の分別をより細かく徹底する

認証を取得するには
④マ二ユアルに基づく運用を開始しま

す

①事業活動に伴って生する環境への負

荷項目を洗い出します→例えば「紙

の使用によるごみの発生」など

合格すると⑤認証機関の審査を受け、

登録されます②改善すべき項目を設定します→例え

ば「徹底した紙の節約Jなど

/

q

H
D
ベ
ト
ヰ
雨
告
げ
叫
が
寸，

る
た
め
、
市
で
は
環
境
政
策
課

※認証取得の後も3年に1度、再審査を

受けて更新していく必要があります

ど
明
訓
一
欄
干

休
要
印

昼
不
はの@
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用
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害

用
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③その具体的芯行動マニュアルを作り

ます→例えば「再資源化や再生紙の

利用Jなど• 

環
境
保
全
対
策
の
強
化
に

ニ
共
化
成
工
業
側
平
原
工
場

松
倉
邦
夫
さ
ん

当
社
は
昭
和
四
十
七
年
か
ら

近
隣
住
民
の
み
な
さ
ん
と

「八

幡
地
区
公
符
防
止
対
策
協
議
会
」

を
発
足
さ
せ
、
環
境
保
全
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

現
在
、
環
境
シ
ス
テ
ム
の
凶

際
規
格
で
あ
る
I
S
0
1
4
0

0
1
の
取
得
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
当
社
の
万
針

の
一
つ
で
あ
る

「環
境
保
全
対

策
の
強
化
」
の
推
進
を
凶
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
環
境
管
理
シ
ス
テ
ム

の
見
直
し
、
整
理
な
ど
の
再
構

築
を
行
、
つ
た
め
に
環
境
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
委
員
会
を
設

置
し
ま
し
た
。
で
き
れ
ば
年
度

内
に
も
取
科
し
た
い
と
々
え
て

い
ま
す
。

社
日
は
会
貝
、
当
社
の
環
境

方
針
を
カ
l
ド
に
し
て
携
帯
し

て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は

「環

境
に
配
慮
し
た
企
業
づ
く
り
」

を
め
ざ
す
こ
と
な
ど
を
定
め
た

基
本
方
針
や
、
唄
業
活
動
を
通

じ
て
省
資
源
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

百

q
委
長

(内
総
2
6
6
1
)

廃
築
物
の
削
減
、
リ
サ
イ
ク
ル

に
取
り
組
む
こ
と
な
ど
を
定
め

た
行
動
指
針
な
ど
を
記
載
し
て

い
ま
す
。

認
証
取
得
に
は
、
手
間
や
経

針
も
か
か
り
ま
す
が
、
長
期
的

に
見
れ
ば
社
員
の
環
境
に
対
す

る
窓
臓
が
よ
り
向
上
し
、
地
域

社
会
に
も
武
献
で
き
る
と
考
、
え

て
い
ま
す
。

環
境
の
世
紀
と
い
わ
れ
る
こ
十

一
世
紀
を
間
近
に
椛
γ

え
、
地
球
環

境
を
守
る
に
は
、
官
民

一
体
と
な

っ
た
対
応
が
不
可
欠
で
す
。
今
回

取
り
組
ん
で
い
る
I
S
0
1
4
0

0
1
の
取
得
は

一
つ
の
み
法
に
す

ぎ
ず
、
大
き
な
目
的
は
環
境
対
策

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
あ
り
ま

す
。今
後
と
も
環
境
保
全
対
策
の

強
化
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
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※
問
い
合
わ
せ
先

広
報
広
聴
課

ぼ
ん
や
り
と
過
ご
す
時
間

子
ど
も
に
は
、

何
を
す
る
で
も
な
く
、
ぼ
ん

や
り
と
し
て
い
る
と
さ
が
あ
り
ま
す
。
何
か
を

見
つ
め
る
よ
う
に
し
て
、
体
の
動
き
も
顕
の
働

き
も
止
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

子
ど
も
の
こ
ろ
、
ぼ
ん
や
り
と
過
ご
し
た
時

聞
を
党
え
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
幼
稚
園
の
庭

の
片
隅
で
、
教
室
の
窓
際
で
、
流
れ
る
雲
や
日

の
当
た
る
草
花
を
眺
め
て
い
た
時
間
を
思
い
出

す
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

子
ど
も
が
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
と
き
、
子
ど

も
の
中
で
は
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
体
や
表
情
に
あ
ま
り
動
き
が
な
く
て
も
、

づ
す
ど
も
の
人
見
知
り

質
問

-

で

し

ζ

フ

P

ク

ス

n
U
1
，P』
n
u
l--
7
'
n
U
A
・F
o
n
H
U
Q
U

(
内
線
2
3
5
5
)

子
ど
も
は
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
感
じ
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
雲
が
流
れ
て
い
く
空

の
美
し
き
で
あ
っ
た
り
、
ゆ
っ
く
り
と
時
間
が

流
れ
て
い
る
と
い
う
戚
立
で
あ
っ
た
り
、

md
が

流
れ
て
い
く
先
へ
の
あ
こ
が
れ
で
あ
っ
た
り
す

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
、

一
見
何

も
し
て
い
な
い
か
の
よ
う
に
見
え
る
と
き
に
こ

そ
、
子
ど
も
の

「こ
こ
ろ
」
が
か
た
ち
づ
く
ら

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
自
ら
の

微
妙
な
気
持
ち
の
揺
れ
を
感
じ
、
さ
ま
ざ
ま
な

惣
い
の
巾
に
遊
ぶ
こ
と
。
そ
れ
は
「
こ
こ
ろ
」

が
育
つ
た
め
に
必
要
な
条
件
な
の
で
す
。

私
た
ち
大
人
は
、
こ
の
よ
う
な
子
ど
も
の
ぼ

ん
や
り
と
過
ご
す
時
間
を
尊
宣
し
て
い
る
で
し

ょ
う
か
。
子
ど
も
を
あ
ま
り
に
も
忙
し
く
さ
せ

て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。
余
裕
を
も
っ
て
子
ど

も
を
見
守
る
に
は
大
人
自
身
も
あ
く
せ
く
し
た

気
持
ち
に
と
ら
わ
れ
ず
、
と
き
に
は
ぼ
ん
や
り

し
な
が
ら
、
自
分
の
こ
こ
ろ
を
感
じ
て
み
る
こ

と
が
大
事
で
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

a
v
子
ど
も
教
育
相
桜
セ
ン
タ
ー

崇
普
小
学
校
北
側
宮
(お
)
6
0
1
3

。&t.
持
ち
は
収
ま
っ
て
、
恐
る
恐

る
周
り
を
見
回
し
た
り
、
相

手
を
見
つ
め
た
り
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

公
園
で
、
お
母
さ
ん
の
洋

服
の
端
な
ど
を
触
り
な
が
ら
、

ほ
か
の
子
ど
も
の
近
く
に
は

寄
ろ
う
と
は
し
な
い
け
れ
ど
、

じ
っ
と
見
つ
め
て
い
る
。
そ

ん
な
こ
と
は
あ
ηま
せ
ん
か
。

こ
ん
な
と
き
焦
っ
て
離
そ
う

と
す
る
と
、
か
え
っ
て
モ
公

が
大
き
く
な
っ
て
し
ま
う
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。

今
は
、
な
る
べ
く
お
子
さ

ん
の
そ
ば
を
離
れ
な
い
で
遊

ば
せ
る
よ
う
に
し
て
み
ま
し

ょ
う
。
安
心
し
て
遊
ん
で
い

る
う
ち
に
、
少
し
ず
つ
ほ
か

の
子
ど
も
に
か
か
わ
り
を
持

て
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
と

思
い
ま
す
。

a
v
保
健
セ
ン
タ
ー

宮

(MA)
0
3
1
1

い
た
り
し
て
い
た
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
お
母
さ
ん
と

そ
れ
以
外
の
人
を
見
分
け
て

い
る
証
拠
で
す
。
お
母
さ
ん

の
そ
ば
に
さ
え
い
れ
ば
、
必

ず
自
分
を
守
っ
て
く
れ
る
と

二
歳
の
男
の
子
の
母
親
で

す
。
人
見
知
り
が
ひ
ど
く
、

知
ら
な
い
大
人
か
ら
声
を
か

け
ら
れ
る
と
ワ
l
ッ
と
泣
い

て
し
ま
い
ま
す
。
公
園
で
も

ほ
か
の
子
が
い
る
と
私
か
ら

離
れ
ら
れ
な
い
の
で
す
が
。

お
答
え

公
園
で
元
気
に
遊
ん
で
ほ

し
い
の
に
、
ど
う
し
た
ら
よ

い
か
と
心
配
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
す
ね
。

お
子
さ
ん
は
、
ま
だ
赤
ち

ゃ
ん
の
こ
ろ
か
ら
、
お
母
さ

ん
以
外
の
人
が
抱
こ
う
と
す

る
と
泣
い
た
り
、
し
が
み
つ

い
う
絶
対
の
信
頼
を
谷
せ
て

い
る
の
で
す
。

し
か
し
、
新
し
い
場
所
や

見
慣
れ
な
い
人
の
い
る
場
所

で
は
、
子
ど
も
は
と
て
も
不

安
で
す
。
お
母
さ
ん
が
そ
ば

に
い
た
り
、
抱
い
て
く
れ
た

り
し
て
い
れ
ば
、
不
安
な
気

消防署には5台の救急車があり、 24時間体制で救急要請に対応しています。出

動件数は年々増加しています。救急車は正しく利用しましょう。利用できる場

合は ①急病芯どで救急車以外に搬送手段が芯い②火災・地震などの災害で負

傷者がでた③交通事故④駅などの多くの人が出入りする場所で事故が起きた

9月9日は「救急の日jです

救急車は正しく利用しましょう
昨年の救急車の出動回数…8.150回 (前年比+486)


	053
	054
	055
	056
	057
	058
	059
	060



